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「DEレポート」とは、環境やSDGsに係る社会問題を取り上げ、原因・背景から解決に向けた施

策事例や将来の展望までを調査しコンパクトにまとめた報告書です。脱炭素経営ドットコムを

運営する株式会社電巧社では、全従業員が本レポートの作成に取り組んでいます。
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■ 農業従事者の減少

日本の農業が衰退していく要因

⚫ 現在は市場価格が下落し、農業だけ（専業農家）で生計を立てる事が困難な状況である

更に昔からイメージの悪い３K（きつい、汚い、カッコ悪い）が付きまとってくる事から、率先して目指すことが少ない

⚫ 昨今特に必要経費である機械費、燃料代が高騰している為、これから農業に従事していく事や携わっていきたいという気持ちへの

失望感が生まれ、手を出し辛い状況となっている

⚫ 従事者の高齢化が劇的な速さで進む一方で、若者の従事者がいない事により後継者不足が顕著に見られている

■ 農業経営する上での困り事

画像／表／グラフ

（縦横比はオリジナルから変更NG）

出典：PR times

■ 農業従事者の高齢者割合

出典：農林水産省

如何にして農業のイメージアップを図るか
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■ 現状の「農業」を理解してもらう

日本の農業を継続させる為に

⚫ 日本の農業の魅力を認知してもらう為、幅広い方々へ関心を持ってもらう様々な企画、催し物を実施していく事が必要である。

これは、農業従事者だけの問題とならない様に、各地方自治体、農協、各農業団体、地元住民が一体となり企画する事が大切である

⚫ 近年、「農業」自体に関心を持っている人は非常に多い事からも、まずは如何に農業に触れる機会を作るかを考える

⚫ しかし、どうしても天候や自然現象（地震、豪雨、土砂災害等）に影響されてしまう事が多い為、毎年の絶対的な安定した収入保障が

無いのが解決し難い問題点である

■ 農業の認知度を上げる参加型の催し物
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（縦横比はオリジナルから変更NG）

出典：PR times

■ 米の収穫量と価格
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（縦横比はオリジナルから変更NG）

出典：農林水産省

「万人が出来る」農業スタイル
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■ 未来の農業スタイルの確立

マンパワーだけに頼らない新たな農業

⚫ 今後は全体的に農作物の価格が上がり、農業だけ（専業農家）でも十分に生計を立てられる給与水準となっていく

⚫ 各地域での農作物のブランド化が進み、収益を見込める体制と変貌する。それに伴い、以前までの悪い３K（きつい、汚い、カッコ悪い）が

新３K（稼げる、効率化、カッコいい）に変貌していく

⚫ DX化、自動化により、従事者の重労働は激減する反面、使用する機械が高価となっていくが、稼げる農業スタイルに変わる事で十分に

必要経費を賄える体制となっていく

■ 自動操舵システム

画像／表／グラフ

（縦横比はオリジナルから変更NG）

出典：PR times

■ 農業用ドローン
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（縦横比はオリジナルから変更NG）

出典：PR times

もう既に実施されている事が多数ある
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脱炭素経営とは、再生可能エネルギーを創る「創エネ」、使う電気を減

らす「省エネ」、創った電気を貯める「蓄エネ」を うまく活用し、会社・事業

で排出する温室効果ガス「0」を目標にする経営のこと。

中小企業の私たちにも、できる取り組みが沢山あることを伝えたい。

このような想いで、 90年以上「電気」に向き合ってきた電巧社ならでは

のアイデアが詰まった創エネ、省エネ、蓄エネのソリューションをお伝えで

きる情報を、当サイトで発信しております。

DEレポートに関するお問い合わせ先はこちらへ
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